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は じ め に




ボビン、幹事:長 田)の 成果報告書である。 この共同研究会が開催されるようになった経緯か
らのべてお こう。
個人的なことをのべるようで恐縮だが、この共同研究会の開催にいたる経緯と関連があるの
で、筆者 とボビンさんの出会いか らのべてお こう。1996年3月 か ら、文部省の在外研究員とし
て、筆者はメルボルン大学にいき、ムンダ語の研究をおこなう機会をえた。そこでポール ・シ
ドウェル(PaulSidwell)さ んにあった。 とうじ、かれはちょうど博士論文を執筆中で、筆者








メルボルンか ら帰国後も、大野晋(1996)論 文への反論(長 田1998)を 執筆するさいには、
日本語系統論にかんするボビンさんのこれまでの研究をおしえてもらうなど、Eメ ールを介 し
て交流はつづいた。1998年 には、ボビンさんがたまたま 日本にこられたので、 レクチャーとし




筆者のしらない うちに、ボビンさんは公募共同研究に応募し、1999年 の2月 には、2001年4月
から一年間の公募共同研究に、ボビンさんの研究が正式にえらばれたのである。公募の選考委
員会では、日文研のことや日本の言語学の事情がよくわからないボビンさんを補佐するために、









ンさんを客員 としてよぶ ときの招聘役もっ とめてくださった。つま り、鈴木教授なしには、本
共同研究会は成立 しなかった。そのことをひとことのべておくとともに、この序において、鈴
木教授に心から御礼をのべるしだいである。






の立場からみれば、 日本語系統の諸仮説のなかで、日本語が混合言語だとい う仮説 と日本語が
アルタイ系だ とい う仮説が、一番見込みがあると思います。 日本語系統論の研究をした 日本の




言語学者 の協力 という点では、本共同研究会の目的はじゅうぶん達成できたようにおもう。 日
本語系統論に対する班長の立場 と幹事の立場には、かな りのへだた りがある。前者は楽観的だ
が、後者 は悲観的である。発足前にあげた研究 目的がどれぐらい達成されたか。それは共同研








などを発表 している先生方には、ゲス ト・スピーカーとして、参加 してもらうことにした。




家本 太郎(京 都大学留学生センター ・ドラヴィダ語)
板橋 義三(九 州大学大学院比較社会文化研究科 ・日本語形成論)
大西 正幸(名 桜大学国際学部 ・パプア諸語)
風間伸次郎(東 京外国語大学外国語学部 ・アルタイ語)
切替 英雄(北 海学園大学工学部 ・アイヌ語)
児玉 望(熊 本大学文学部 ・ドラヴィダ語)
高橋 慶治(愛 知県立大学外国語学部 ・チベッ ト語)
津曲 敏郎(北 海道大学大学院文学研究科 ・ツングース語)
中川 裕(千 葉大学文学部 ・アイヌ語)
林 徹(東 京大学大学院人文社会系研究科 ・チュルク諸語)
日野 資成(福 岡女学院大学人文学部 ・国語学)
福井 玲(東 京大学大学院人文社会系研究科 ・朝鮮語)
峰岸 真琴(東 京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所 ・オース トロアジア語)
ウィリアム ・ロジスキー(早 稲田大学理工学部 ・言語学)
以上十四名にくわえ、途中から、以下の人々が共同研究員として参加 された。
ブ レイ ン ・エ リクソン(金 沢工業大学 ・言語 学)
小林 正人(白 鴎大学経営学部 ・イ ン ド=ア ー リア語 ・ドラヴィダ語)
また、 日本語系統論 に関す る論文 を発表す るな ど、 これ まで活躍 してこ られた先生方を 中心
に、国内外を とわず、ゲス ト・ス ピーカー として、共 同研究会にお招 きした。以下に、ゲス ト・
ス ピーカー として、お招 き した方々のお名 前をあげてお く(敬 称略)。
崎 山 理(滋 賀県立大学)
松本 克 己(金 沢大学 ・静 岡県立大 学名誉教授)
ジ ョン ・ウィッ トマ ン(コ ーネル大学)
ステフ ァン ・ゲオルグ(ボ ン大学)
レオ ン ・セ ラフィム(ハ ワイ大学)
マーク ・ハ ドソン(筑 波大学)
ユハ ・ヤ ンフネ ン(北 海道 大学 ・ヘル シンキ大 学)







母音 に甲類 と乙類 のちがいがあ るとい うことを知 った とい うつわ ものもいたが、それで も発表
の 日には、 どこへだ して も、はずか しくない発表 に しあげてお られた。共同研究会の メンバー
として、お よびゲス ト ・ス ピーカー として、共 同研究会 に参加 して くだ さった方々 に、 この場
をか りて、感謝の意 を表 したい。 あ りが と うございま した。
2.共 同研究会 の経過報告 ・
さいしょの計画では、共同研究会は六回開催す る予定だった。 ところが、共同研究員に、遠
方からこられる方々が多く、予算がオーバーしているとして、一、二月の段階では、五回でう






ア レキサ ンダー ・ボ ビン(国 際 日本文化研 究セ ンター)
「日本語 系統論 の現在:こ れ か らどこへ」
5月12日(土)
板橋義三(九 州 大学)
「日本語 の形成過程 の探究 におけ る現在位置 一混成 言語 としての 日本語:ア ル タイ諸 語
(含朝鮮語)と オース トロネ シア諸語 との関係 一」
7月20日(金)
風 間伸次 郎(東 京外 国語 大学)
「日本語 、朝鮮語 、及び アル タイ諸言語 の3グ ループ(チ ュル ク、モン ゴル 、ツングース)
は本 当に似 てい るのか 一 対照文法の試 み」
長 田俊樹(京 都 造形芸術大学)
「日本 語系統論はなぜ はや らな くなったのか」
ジ ョン ・ウィッ トマ ン(コ ーネル大学、ゲス ト ・ス ピーカー)
「6(も しくは7)母 音説 か ら見たProto-Japanese-Ryukyuanとpre-MiddleKoreanの比
較 」
7月21日(土)
峰岸真 琴(東 京外国語大学アジ ア ・アフ リカ言語文化研 究所)




津 曲敏 郎(北 海道 大学)
「ツ ングース語 と日本語 の文法上 の類似 点」
松本克 己(元 日本言語学会会長、 ゲス ト ・ス ピー カー)
「日本語 の系統 と類型地理論」
9.目23日(日)
ブ レイ ン ・エ リクソン(金 沢工業大学)
OldJapaneseandProto-Japonicwordstructure)
崎 山理(滋 賀 県立大学 、ゲス ト・ス ピー カー)
「日本語 の形成 におけるオー ス トロネ シア語族 の要素」








ウィリアム ・ロジスキー(早 稲 田大学)
WhendidtheJapaneselanguagearriveintheArchipelago?J





「日本語の音節構 造 と連濁 」
日野資成(福 岡女学院大学)




「琉球語(特 に沖縄北部方言)と 日本 語系統論についての中間報告」
福 井玲(東 京大学)
「古代朝鮮語 についての若 干の覚 え書 き」
3月9日(土)
切 替英雄(北 海学 園大学)
「アイ ヌ語 の人称接辞の祖 形」
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ス テ フ ァ ン ・ゲ オ ル グ(ボ ン 大 学 ・ゲ ス ト ・ス ピー カ ー)
Japanese,TheAltaictheory,andthelimitsoflanguageclassification)
3月10日(日)
長 田 俊 樹
「共 同 研 究 会 の 報 告 書 に つ い て 」
これ らの発表にもとついて、本報告書は作成 されている。 しかし、発表者の うち、論文を提
出されなかった人がいる。なかには、さい しょから、「論文としてまとめるのは日本語系統論






してくだ さったハ ワイ大学のケリー氏にも執筆 していただいた。執筆依頼のさいには、とくに









松本氏はそこから一歩ふみこんで、日本語の起源に言及 している。 しか し、一般的にいえば、
類型論的研究から、起源論にふみこむことには慎重である場合がおおい。 じっさい、そ ういっ















た 日本人で唯一英語論文を執筆 した小林氏 は、偶然の一致のごとく、いずれの三人もアメリカ
で言語学の博士号を取得されている。筆者 はこのことを偶然の一致 とはお もわない。あきらか
に、 日米での 日本語系統論に対する考え方 を反映 している。そうとらえたい。これは筆者 じし


























い、ゆがめて紹介 している。そ うい う可能性もじゅうぶんある。そ うなると、あとで苦情をう
けかねない。それでは、発表者や執筆者にもうしわけない。そ うい う配慮 もあって、それぞれ
,の発表要旨をまとめたり、論文を紹介した り、そういうことはしない。 この 「はじめに」で、
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論 文集 の概 要 を しろ うとした人はあてがはずれたか もしれ ない。 それ ぞれ の論文 のエ ッセ ンス
を しりたい方 は、英語の序文 をごらん くだ さい。
なお、英語論文 について、ひ とことだけ注記 しておきたい。 セラフィム論文 、ヤ ンフネ ン論
文、そ して エ リクソン論文 のなか に、Japonicと い う用語 がみ うけ られ る。 これ は、Japanese
(日本語)とRyukyuan(琉 球語)の 祖語(一 昔前は、共通基語 とよばれ るこ とがおおかったが)
の段階、 日琉祖語 をさすか、両言語をあわせて、 日琉語 とい う意 味をもつ。 これ まで の 日本語
系統論 では、 あま り使用 されて こなかった用語法である。琉球方言(あ るいは沖縄方言)は あ
くまで も 日本語 なのだか ら、琉球語 と 日本語の共通の祖先 も、おな じ日本語 にちがい はない。
そ うい う立場が一般的だ った。 しか し、琉球語に も日本語 とおな じステー タスをあた え、 その
祖 語はJapaneseで はな く、Japonicと しよ う、 とい う立場が反映 され ている。 ミスプ リン トだ と
お もわれ る方 がい るので はないか。そ うかんがえて、注記 してお く。 もっ とも、 日本 では、大
野晋や 安 田徳太郎 のよ うに、厳密 な研 究をめ ざすのではな く、ス トー リー性や ロマ ンをも とめ













日本人の専売特許だとかんがえがちだ。 ところが、Rシ ア生まれのアメリカ人が 日本語で 日本











してま じわることがなかった。そ うい う貴重な体験をあじわい、これでは真理の追究はむずか
しい と痛感 した。そのことを鮮明に記憶している。ところが、そ ういった自説だけがただしい
といった態度が、ボビン班長にはなかった。あくまでの実証的な態度をくず さなかった。それ
がこの共同研究会が成功 した第一の理由である。つぎに、ボビン班長の古典文献に対する造詣




















発化するとい う予測には悲観的だが、そ うねが う気持ちには、いつわりはない。こんご日本語
系統論があるていど積極的に議論されるようになるかどうかは、この論文集がどのように評価
されるか、それにかかっている。もちろん、 じぶんが編集する論文集に過度の期待をよせるの













るようになるだろう。長田(本 論文集掲載)は 否定的だが、私はそ う期待 している。
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